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宇宙科学に関する小型計画の構想募集について

 宇宙科学研究本部では、飛翔体を用いた宇宙科学研究の推進のため、従来からの中型衛星による観測・実験に加えて、小規模計画の検討をしています。次の３種類のいずれかについて構想をお持ちのグループは積極的な提案をお願いします。
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（１）小型衛星計画

宇宙のより遠くを観測したい、あるいは、より遠くへ探査の手をのばしたい、という願望は、「宇宙科学」の根源的な原動力です。その方向を追求する結果として、より大きな予算、人員、時間を要する計画へ移行していく傾向は、科学目的追及の面からは、不可避のことかと思われます。しかし、大型化の方向ばかりに傾くことは、衛星計画の開発サイクルが長期化し、タイムリーな計画をたてにくくなり、着実な技術実証のステップを踏みにくくなる、というような弊害も生み出します。われわれは、これからの宇宙科学プログラムの中で、当面M-Vによる中型規模の衛星・探査機計画を主力計画として推進を図ることを前提とした上で、できるだけ開発期間を短くし、コストも下げ、比較的手軽に、衛星実験を行うことのできる、小型衛星を打ち上げ、運用するシステムを立ち上げる必要があると考えています。しかしながら、現時点では、共通バスを用意していくことや、衛星設計をともに進める支援システムの用意、あるいは、打上げをどのような形で行っていくかなど、検討すべき課題があります。そこで、宇宙科学の各コミュニティ・グループからの情報を得て、小型衛星計画の実現をターゲットに種々の検討を進めさせていただきたいと考えております。

なお、小型衛星としては、次のような規模を考えています。

・衛星軌道と重量（上限重量は、あくまで目安とお考え下さい。）
・高度　500 - 600 km、軌道傾斜角31度

400 kg程度以下

・極軌道




200 kg程度以下

・赤道トランスファー軌道（GTO）

150 kg程度以下（要二次推進系）

・ミッション機器重量は、衛星重量の20%程度が目安。搭載ミッション機器開発の予算規模は最大10億円程度。
・三軸姿勢制御（精度1分角程度）可。

計画構想としては、次の点をお書きください。A4、10枚以内でお願いいたします。

1） 計画の目的（科学的、または、工学的「鋭い切り口」が、少なくとも一つあること）

2） 目的を達成するためのミッション機器の構成、これまでの準備状況（技術的に、数年のうちに実現できること）

3） 衛星のバス系に対する要求事項

4） 想定する開発スケジュール・予算規模

5） 開発チーム構成（計画を推進する、自分の手を動かす「母体」がグループとしてあること）

6） 背景のコミュニティの長期計画とその中での位置づけ

（２）外国の衛星計画等への参加計画提案募集

比較的小さい予算規模、グループで衛星計画等に参加していく一方策として、外国の衛星計画等に参加し、一部搭載観測装置を担当することが考えられます。そのような計画をお考えで、JAXAの技術的・財政的支援を希望されるグループはその構想を提案願います。内容を吟味させていただいた上で、ある場合には概算要求に載せる項目としての評価、ある場合には、技術的支援方法の検討、等の対応を考えさせていただきます。

計画構想としては、次の点をお書きください。A4、6枚以内でお願いいたします。

１）計画の目的・内容

２）日本側の参加の内容
３）日本側開発チーム構成

４）これまでの準備状況

５）想定する開発スケジュール・予算規模

６）背景のコミュニティの長期計画とその中での本計画の位置づけ

（３）国際宇宙ステーション（ISS）暴露部の科学観測・実験計画

ISS暴露部は、種々の制限はありますが、比較的大型の観測装置・実験装置を、単独衛星で打ち上げるのに比べて低いコストで軌道上に設置できる場所として考えることができます。日本の実験モジュール「きぼう」には、現在、全天Ｘ線観測装置（MAXI）、超伝導サブミリ波リムサウンダー（SMILES）の科学観測装置の搭載が準備されていますが、それらに続く、次世代の暴露部搭載科学観測・実験装置については、これまで宇宙フォーラムによる公募地上研究の下でプリフェーズＡ対応の基礎開発研究が行われてきました。そして、時期的には、そろそろ、フェーズＡ段階からプレフェーズＢ段階に進む計画を選別していく段階と考えられます。ISSの見通しが必ずしも明確でなく、JAXA統合によるISS利用科学推進体制の再編成が進行中の状態ではありますが、「ISS利用科学については、基本的に宇宙科学プログラムの中で考えていく」とのJAXA統合時の基本線に従い、今後の進め方、支援体制を検討するための参考として、ISS暴露部利用の宇宙科学計画候補の調査を行います。

次の項目につき、A4、6枚以内におまとめ下さい。

１）計画の目的・内容

２）開発チーム構成

３）これまでの準備状況

４）想定する開発スケジュール・予算規模

５）背景コミュニティの長期計画とその中での本計画の位置づけ

